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「緩和ケア」とは
がんに伴う痛みや悩みは、その人が抱える全ての苦痛(全人的苦痛)とし
て捉えることが大切です。がんを治療する診療科と、緩和ケア外来、緩和
ケア病棟、緩和ケアチームが一体となって、この全人的苦痛を和らげる
医療を｢緩和ケア｣(緩和医療)といいます。

がんと診断されたかたには、症状に違いは
あっても、さまざまな苦痛が伴います。苦痛
を我慢するストレスは、治療や療養の最大
の敵です。がんと向き合うには、体と心、両
方の苦痛を緩和し、がん治療と同じように、
療養生活の質(クオリティ オブ ライフ：ＱＯ
Ｌ)を大切にする治療が必要となるのです。

療養生活の質（クオリティ オブ ライフ）の確保

精神的苦痛 身体的苦痛
不安　うつ状態　恐れ
いらだち　怒り　孤独感

痛み　息苦しさ
だるさ　動けないこと

全人的苦痛（トータルペイン）

社会的苦痛 スピリチュアルペイン
仕事の問題　経済的な問題
人間関係　家庭内の問題

人生の意味　苦しみの意味
死への恐怖　死生観の悩み

がん治療 緩和ケアがんに伴う痛みや悩みなど
その人が抱える全ての苦痛

なぜ「緩和ケア」？

もっと健やかに もっと安心を

こ
ど
も
夜
間
救
急
診
療
所

（
仮
称
）

子
ど
も
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
急
病
時
の
安
心
の
た
め
に

　
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
発

熱
や
嘔
吐
な
ど
の
体
調
の
変
化
は
、

子
を
持
つ
親
な
ら
誰
も
が
不
安
に
感

じ
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
緊
急
を

要
す
る
小
児
患
者
を
応
急
的
に
診
療

す
る
た
め
、
川
口
市
医
師
会
の
先
生

が
た
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
医
療

機
関
が
当
番
制
で
小
児
夜
間
救
急
診

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

毎
日
診
療
場
所
が
変
わ
る
こ
と
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
時
の
不
安
は
ぬ
ぐ

い
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
平
日
、
土

日
、
祝
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
を

通
じ
て
準
夜
帯
に
お
け
る
子
ど
も
の

診
療
を
１
カ
所
で
行
う
拠
点
を
整
備

し
、今
年
４
月
の
開
設
に
向
け
、鳩
ヶ

谷
庁
舎
別
棟
へ
の
設
置
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
応
急
診
療
の
拠
点
を
開
設
す
る
こ

と
で
重
症
患
者
を
治
療
す
る
病
院
と

の
役
割
の
違
い
を
明
確
に
し
、
医
師

の
負
担
軽
減
、
医
療
の
質
の
確
保
を

図
り
、
安
全
安
心
な
子
育
て
環
境
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
日
19
時
〜
22
時
30
分

土
・
日
曜
、
祝
日
17
時
〜
20
時
30
分

※

電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ

い
。　子

ど
も
（
０
歳
〜
中
学
生
）
の
夜

間
の
急
な
発
熱
や
腹
痛
な
ど
の
内
科

症
状
が
対
象
で
す
。

※

子
ど
も
の
急
病
時
の
家
庭
で
の
対

処
方
法
や
受
診
の
必
要
性
の
有
無
の

相
談
は【
小
児
救
急
電
話
相
談
】＃
８

０
０
０
ま
た
は
i
048（
833
）７
９
１
１

　「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
か
ん
し
ゃ
く
が
強
い
」な

ど
、
子
ど
も
の
発
達
で
気
に
な
る
こ
と
や
不
安
が

あ
る
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
た
め
市
は
、
専
門
職
の
意
見
を
交

え
な
が
ら
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
を
保
護
者
の

方
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、
本
年
４
月
に（
仮
称
）

子
ど
も
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

〈
特
徴
〉

○
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談
窓
口

•
個
別
相
談

•
医
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
相
談

○
切
れ
目
の
な
い
支
援

　
保
育
士
、
保

健
師
、
教
員
な

ど
の
資
格
を
有

す
る
職
員
が
、

福
祉
、
保
健
、

教
育
、
医
療
な

ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、

乳
幼
児
期
か
ら

の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
い

ま
す
。

もっと健やかに　もっと安心を

　市民の皆さんに身体的にも精神的にも健やかな毎日を送っていただくことが川口市の願いです。本年も
皆さんがより一層健康でそれぞれの環境で活躍できるよう、そして、ますます元気なまちとなるよう、保
健・医療をはじめとするさまざまな取り組みをさらに進めていきます。今号ではその一部をご紹介します。

が
ん
に
伴
う 

体
と
心
の

痛
み
を
和
ら
げ
る
た
め
に 

子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に

　
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国

の
指
定
を
受
け
た
地
域
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
と
し
て
、
緩
和
ケ

ア
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
体
や
心
に
感
じ
る
苦
痛
は
人
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
苦
痛
を
和
ら
げ
る
た
め
、
が
ん

診
療
科
の
主
治
医
な
ど
と
連
携
し

た
緩
和
ケ
ア
外
来
や
精
神
腫
瘍
科

の
医
師
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、看
護
師
、

臨
床
心
理
士
、
薬
剤
師
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
な

ど
多
職
種
が
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と

き
か
ら
、
療
養
だ
け
で
な
く
患
者

や
家
族
の
が
ん
に
伴
う
悩
み
な
ど

に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
労
務
士
や
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
院
外
の
専
門
機
関

と
連
携
し
て
、
就
労
相
談
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
安
心
し
て
急
性
期
の
緩

和
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
が
ん
患
者

と
家
族
の
苦
痛
に
寄
り
添
い
、
苦

痛
を
和
ら
げ
る
医
療
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、
緩
和
ケ
ア
専
用
の
病

棟
の
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ…子育て相談課　i048‒259‒9048　k048‒252‒7776

問い合わせ…病院総務課　i048‒287‒2525　k048‒280‒1566

問い合わせ…保健総務課　i048‒258‒1642　k048‒258‒6019

受
付
時
間

診
療
内
容

開
設
の
目
的

医
療
セ
ン
タ
ー
急
性
期
緩
和
ケ
ア
病
棟

●小児夜間救急診療は、昼間に
時間の取れないかたのための時
間外診療窓口ではありません。

●急患に対応するため、薬は原
則1日分の処方となります。翌日
にはかかりつけ医を受診しまし
ょう。

ご注意
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療養生活の質(クオリティ オブ ライフ：ＱＯ
Ｌ)を大切にする治療が必要となるのです。

療養生活の質（クオリティ オブ ライフ）の確保

精神的苦痛 身体的苦痛
不安　うつ状態　恐れ
いらだち　怒り　孤独感

痛み　息苦しさ
だるさ　動けないこと

全人的苦痛（トータルペイン）

社会的苦痛 スピリチュアルペイン
仕事の問題　経済的な問題
人間関係　家庭内の問題

人生の意味　苦しみの意味
死への恐怖　死生観の悩み

がん治療 緩和ケアがんに伴う痛みや悩みなど
その人が抱える全ての苦痛

なぜ「緩和ケア」？

もっと健やかに もっと安心を

こ
ど
も
夜
間
救
急
診
療
所

（
仮
称
）

子
ど
も
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
急
病
時
の
安
心
の
た
め
に

　
夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
発

熱
や
嘔
吐
な
ど
の
体
調
の
変
化
は
、

子
を
持
つ
親
な
ら
誰
も
が
不
安
に
感

じ
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
緊
急
を

要
す
る
小
児
患
者
を
応
急
的
に
診
療

す
る
た
め
、
川
口
市
医
師
会
の
先
生

が
た
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
医
療

機
関
が
当
番
制
で
小
児
夜
間
救
急
診

療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

毎
日
診
療
場
所
が
変
わ
る
こ
と
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
時
の
不
安
は
ぬ
ぐ

い
切
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
平
日
、
土

日
、
祝
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
間
を

通
じ
て
準
夜
帯
に
お
け
る
子
ど
も
の

診
療
を
１
カ
所
で
行
う
拠
点
を
整
備

し
、今
年
４
月
の
開
設
に
向
け
、鳩
ヶ

谷
庁
舎
別
棟
へ
の
設
置
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
応
急
診
療
の
拠
点
を
開
設
す
る
こ

と
で
重
症
患
者
を
治
療
す
る
病
院
と

の
役
割
の
違
い
を
明
確
に
し
、
医
師

の
負
担
軽
減
、
医
療
の
質
の
確
保
を

図
り
、
安
全
安
心
な
子
育
て
環
境
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
日
19
時
〜
22
時
30
分

土
・
日
曜
、
祝
日
17
時
〜
20
時
30
分
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電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ

い
。　子

ど
も
（
０
歳
〜
中
学
生
）
の
夜

間
の
急
な
発
熱
や
腹
痛
な
ど
の
内
科

症
状
が
対
象
で
す
。

※

子
ど
も
の
急
病
時
の
家
庭
で
の
対

処
方
法
や
受
診
の
必
要
性
の
有
無
の

相
談
は【
小
児
救
急
電
話
相
談
】＃
８

０
０
０
ま
た
は
i
048（
833
）７
９
１
１

　「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
か
ん
し
ゃ
く
が
強
い
」な

ど
、
子
ど
も
の
発
達
で
気
に
な
る
こ
と
や
不
安
が

あ
る
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
の
た
め
市
は
、
専
門
職
の
意
見
を
交

え
な
が
ら
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
を
保
護
者
の

方
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、
本
年
４
月
に（
仮
称
）

子
ど
も
発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

〈
特
徴
〉

○
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談
窓
口

•
個
別
相
談

•
医
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
相
談

○
切
れ
目
の
な
い
支
援

　
保
育
士
、
保

健
師
、
教
員
な

ど
の
資
格
を
有

す
る
職
員
が
、

福
祉
、
保
健
、

教
育
、
医
療
な

ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、

乳
幼
児
期
か
ら

の
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
行
い

ま
す
。

もっと健やかに　もっと安心を

　市民の皆さんに身体的にも精神的にも健やかな毎日を送っていただくことが川口市の願いです。本年も
皆さんがより一層健康でそれぞれの環境で活躍できるよう、そして、ますます元気なまちとなるよう、保
健・医療をはじめとするさまざまな取り組みをさらに進めていきます。今号ではその一部をご紹介します。
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成
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院
と
し
て
、
緩
和
ケ
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充
実
に
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体
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苦
痛
は
人
に

よ
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り
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す
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医
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セ
ン
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ー
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は
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う
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
苦
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ら
げ
る
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め
、
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ん

診
療
科
の
主
治
医
な
ど
と
連
携
し

た
緩
和
ケ
ア
外
来
や
精
神
腫
瘍
科

の
医
師
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、看
護
師
、

臨
床
心
理
士
、
薬
剤
師
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
な

ど
多
職
種
が
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
を

編
成
し
、
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
と

き
か
ら
、
療
養
だ
け
で
な
く
患
者

や
家
族
の
が
ん
に
伴
う
悩
み
な
ど

に
も
幅
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
保
険
労
務
士
や
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
な
ど
院
外
の
専
門
機
関

と
連
携
し
て
、
就
労
相
談
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
安
心
し
て
急
性
期
の
緩

和
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
が
ん
患
者

と
家
族
の
苦
痛
に
寄
り
添
い
、
苦

痛
を
和
ら
げ
る
医
療
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、
緩
和
ケ
ア
専
用
の
病

棟
の
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問い合わせ…子育て相談課　i048‒259‒9048　k048‒252‒7776

問い合わせ…病院総務課　i048‒287‒2525　k048‒280‒1566

問い合わせ…保健総務課　i048‒258‒1642　k048‒258‒6019

受
付
時
間

診
療
内
容

開
設
の
目
的

医
療
セ
ン
タ
ー
急
性
期
緩
和
ケ
ア
病
棟

●小児夜間救急診療は、昼間に
時間の取れないかたのための時
間外診療窓口ではありません。

●急患に対応するため、薬は原
則1日分の処方となります。翌日
にはかかりつけ医を受診しまし
ょう。

ご注意
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